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1． 国際学会・研究集会、訪問研究所等の名称　　

The 2007 International Conference on Parallel and Distributed Processing Techniques and Applications (PDPTA’-07)
2． 開催国　　アメリカ合衆国

3． 開催場所　　Monte Carlo Resort, Las Vegas, Nevada, USA
4． 開催日程　　　　2007年　　　6月　　25日　～　　　2007年　　　6月　　28日

５． 旅行期間　　　　2007年　　　6月　　24日　～　　　2007年　　　6月　　30日

6．  国際学会・研究集会、訪問大学・研究所のホームページ（ＵＲＬ）

    http://www.world-academy-of-science.org/worldcomp07/ws/PDPTA07
私はThe 2007 International Conference on Parallel and Distributed Processing Techniques and Applications (PDPTA’-07) に参加し、”Development of SVM based Prediction System for Metalbinding Sites in Protein”という題目で発表を行ないました。この国際会議について報告します。

The 2007 World Congress in Computer Science, Computer Engineering, & Applied Computing (WORLDCOMP) は25の研究分野に分かれて毎年開催されています。そのうちの1つがPDPTAです。今年は､6月２５日～２８日の4日間、アメリカ合衆国のラスベガスにて開かれました。
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発表内容は以下のとおりです。

生体内で非常に重要な働きを担う金属イオンが、タンパク質に結合するかどうか予測するシステムを開発するという研究です。現在、NMRやX線結晶構造解析などにより、実験的に金属タンパク質の立体構造解析が行われていますが、これらの工学的手法では膨大な時間と設備が必要なため、今回Support Vector Machineを用いたコンピュータ解析による結合予測システムの開発を提案しました。作成したシステムの性能を調べるためにまず亜鉛イオンで実験を行い、性能を評価した結果約80％の予測精度が得られました。
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この発表に対し、Support Vector Machineに用いたカーネルや特徴ベクトルの作成方法について質問がありました。セッションの後の休憩時間にも特徴ベクトルの作成方法について意見交換ができ、今後の研究に役立つ情報を得ることができました。

海外での発表は初めてだったので、とても緊張しました。また、普段英語を聞く機会がなかったので、聞き取るのに苦労しましたが、大変よい経験になりました。今回国際会議において英語で発表するという貴重な体験ができ、また、同じ分野の研究者の意見を聞くことができ、とても有意義な時間を過ごすことができました。PDPTA’-07に参加する機会を与えていただきありがとうございました。
